
事故事例１０（一般貨物）前方走行中の原付に気付くのが遅れ追突

曜日・時間・天候 ４月８日（木） ４時２９分 雨

場 所 国道 制限速度 ５０ｋｍ／ｈ

道路の状況 湿

運 転 者 年齢４３歳 運転歴１５年８ヶ月

乗務開始～事故発 １２０ｋｍ（２．５時間）

生の乗務距離

損 害 死者１名（相手運転者）

事故概要

当該運転者は、寝過ごしたため管理者の電話により起床した後、定刻より遅れて午

前２時頃出庫した。当該事故現場において、左前方を同方向に進行していた原動機付

自転車を至近距離で発見し、慌ててブレーキを踏むとともにハンドルを右に切って回

避したが避けきれず、同車に追突し、その反動で相手運転者は左前方の歩道上に投げ

出され胸部を強打し死亡したもの。

種 別・形 状 普通・ トラクタ・トレーラ

乗 車 定 員 ２名

当時の乗車人員 １名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

《運転者》 《運転者》 《運転者》

前方安全不確認 ･他の車両に対する ・周囲の道路状況を的確に把

不注意 握し、他の車両の動向に注

･漫然運転 意する

（ ）・前方注視の徹底 自ら視る

《管理者》 ・余裕をもった運転の励行

①運転者に対し、輸送の安全 ・運転をするための体調管理

確保について適切な指導監 に注意する

督の実施

・周囲の道路状況を的確に把握するよう指導（見える→視る）

・漫然運転の防止の徹底

・道路状況の変化に対応できる余裕をもった運転の励行

・道路状況は常に変化していることを認識させる

②日常生活等体調管理についての指導の徹底

③適性診断結果に基づく適切な助言指導の徹底


